
鳥取県の一体的実施 
 県の若年者就業支援事業と国の職業紹介機能をワンストップサービスで提供できる
「鳥取県地域共同就職支援センター（名称：くらよし若者仕事ぷらざ）」を倉吉市内に設
置し、ぷらざを核として一体的に若年者の就職支援等を行う。 

① 業務内容 

 ・ 若年者の職業意識を形成するための相談、早期就職のための職場体験講習の実施 

 ・ 若年者就職基礎講座・短期間のﾊﾟｿｺﾝ講習の実施、職業訓練等の情報提供 
 ・ きめ細かな職業相談・職業紹介の実施、ﾄﾗｲｱﾙ雇用奨励金等各種支援策の利用勧奨 

 ・ 面接対策ｾﾐﾅｰ、職場定着支援のための企業訪問、合同就職面接会(就職ﾌｪｱ)の実施 

② 協定・運営方針 

 ・ 鳥取県知事と鳥取労働局長の間で協定（※）を締結 

 ・ 県、労働局、労使等からなる運営協議会を設置し、数値目標を含む運営方針を策定 

  ※ 協定の実施等について必要な事項は相互で協議のうえ運営協議会で定め、連携して対応する旨を規定 

    

 
職業意識啓発、職場体験講習の実施等 

 
職業相談・職業紹介・ｾﾐﾅｰの実施等 

 鳥取県の厳しい雇用情勢に対応し、職業相談、職場体験講習、職業紹介、情報提供等
を一体的に実施運営することにより、学卒者を含めた若年者の就職支援を強化。 

くらよし若者仕事ぷらざ 
国 県 

一体的運営 

平成２４年４月９日事業開始 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１） 実施体制 

県 国（ハローワーク） 
 

（２） 事業目標と取組状況 

   

・ハローワーク倉吉職員（再任用） １名 
・職業相談員 ３名、 コーディネーター ２名配置 

・若年者就業支援員   ２名配置 
 

・開所時間：午前１０時～午後６時    ・求人情報提供端末５台、職業紹介端末３台を配置 

  ２５年度事業目標  
取組状況 

（平成２５年10月末時点）  

 施設利用者数 

 年間目標 １５,０００人  
 累計実績   １０,５９６人 

 年間目標達成率 １２２．５％ 

 （累計目標 ８,６５２人）  （進捗率  ７０．６％） 

 10月目標  １,１９２人   10月実績数  １,４１６人  達成率  １１８．８％ 

 相談件数 

 年間目標  ３,４７０人  
 累計実績   １,７９１人 

 年間目標達成率  ９０．９％ 

 （累計目標 １,９７０人）  （進捗率  ５１．６％） 

 10月目標   ２７１人   10月実績数   ２２７人  達成率   ８３．８％ 

 就職者数 

 年間目標   ５１１人  
 累計実績     ３０１人 

 年間目標達成率  ９７．４％ 

 （累計目標  ３０９人）  （進捗率    ５８．９％） 

 10月目標    ５４人   10月実績数     ４２人  達成率   ７７．８％ 



一体的実施事業による就職成功例 

女性：２０歳代  希望職種：接客（フルタイム） 
直近の状況：短時間（パート）清掃員（高校中退後１年 
      ほどしか就労経験なし） 

 
③ 結 果            ※支援期間 １年半 

 呉服店に販売員として採用（笑顔が素敵との理由） 
 ・１日８時間・週５日勤務 
 （年齢層の高い販売員の中で若返りと将来性を期待されている）                

① 抱える課題 
・漠然とした希望職種選定。何がしたいか、何ができるか 
 分からない。介護、旅館の仲番他応募職種に一貫性なし。 
・車免許がなく就業場所に制約あり。 
・短時間労働の経験しかなく自信がない。 
 

② 支援内容・ポイント・経過 
・県の若年者就業支援員による適性診断を実施し、希望職種の 
 方向性を示した。（販売業務に向いている様子であった。） 
・自己分析セミナーへの参加を勧奨し、ご自身の魅力（明るく  
 人の話を落ち着いて聞ける）に気づいていただき自信に繋げ  
 た。→車の免許を取得された。（就業条件・場所制約が緩和  
 された） 
・販売求人へ応募するにあたって、応募書類作成をアドバイス。
（職務経験浅く未熟な部分は素直に認め、やる気の部分と学ん 
 でいきたい気持ちをアピールするよう助言。） 

男性：２０歳代  希望職種：介護・福祉 
直近の状況：平成１９年アルバイト（警備業）離職後、病  
      気（うつ）のため就労なし。生活保護者。      

① 抱える課題   
・高校卒業後の就職で介護施設での介護職経験は１０カ月

あるが、その後５年８カ月のブランクがある。 
・病気（うつ）からの仕事復帰。 
・自動車免許はあるが生活保護受給中のため、車での通勤

はできない。 
・親元からの自立のため、地元の県中部ではなく県東部・ 
 西部での就労と寮への入居を希望。 

② 支援内容・ポイント・経過 
・転居を伴う求職活動のため、応募先の事業所情報を収集 
 し、窓口（ハローワーク担当）で説明した。 
・久しぶりの求職活動のため応募書類の作成に不安があり

県の若年者就業支援員と連携し、履歴書・職務経歴書を
作成した。 

・介護職のブランクがあるため、仕事への思い、やる気、
取り組みなどを、応募書類、面接でアピールできるよう
指導した。 

③ 結 果         ※支援期間 ２か月 

  小規模多機能居宅介護事業所に介護職員で採用 
 ・正社員として、１日８時間程度、夜勤もあるシフト 
 ・事業所の寮へ入居 
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